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自
治
労
は
、
男
女
平
等
推

進
の
取
り
組
み
を
年
間
を
通

し
た
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、「
雇
用
主
要
求
に
よ
る
男

女
平
等
」、「
地
方
・
国
へ
の

政
策
要
求
に
よ
る
男
女
平
等

の
法
制
度
・
社
会
環
境
の
整

2019県本部青年女性春闘討論集会
  日　時　　２月２４日（日）１０時～１５時３０分
  内　容　・講演「春闘とは」
            　　講師　松上　隆明氏
              ・グループ討論
  会　場　　水戸市：自治労会館

備
」、「
労
働
組
合
に
お
け
る

男
女
平
等
参
画
」
の
実
現
に

向
け
、
と
く
に
春
闘
期
か
ら

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
６
月
の
「
男
女
平
等
推

進
闘
争
」
を
統
一
闘
争
と
し

て
取
り
組
み
、
運
動
の
前
進

を
め
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
の
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表
し
た
「
男

女
平
等
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
）

の
国
別
順
位
で
は
、
日
本
は

１
４
４
か
国
の
中
で
、
１
１

４
位
。
前
年
の
１
１
１
位
か

ら
さ
ら
に
ラ
ン
キ
ン
グ
を
下

げ
、
過
去
最
低
の
順
位
と

な
って
お
り
抜
本
的
な
改
革
が

必
要
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
春
闘
期
に
、
各
単
組

で
、
男
女
平
等
推
進
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し

た
職
場
点
検
を
実
施
し
、
点

検
結
果
を
も
と
に
し
な
が
ら

格
差
や
差
別
の
実
態
を
調

査
・
分
析
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
男
女
平

等
に
関
す
る
課
題
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。
そ
の
課
題
を
春

闘
か
ら
の
要
求
に
盛
り
込

み
、
労
使
交
渉
・
協
議
を
進

め
な
が
ら
、
男
女
平
等
の
具

体
化
を
確
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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　職
場
に
男
女
平
等
・
 Ｗ
Ｌ
Ｂ
 を

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
具
体
化
め
ざ
そ
う
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ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
勝
ち
取
る
　
　

水
戸
臨
時
嘱
託
労
組
が
合
意

は
勤
続
加
算
を
含
め
て
２
５

０
０
円
、
フ
ル
タ
イ
ム
一
般

事
務
等
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

勤
続
加
算
も
含
め
て
１
５
０

０
円
の
ア
ッ
プ
及
び
一
定
職

種
の
臨
時
職
員
の
時
給
が
　10

　
水
戸
市
の
臨
時
嘱
託
職
員

労
働
組
合
は
来
年
度
の
賃
金

ア
ッ
プ
を
求
め
て
１
月
　
日
25

団
体
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
保
育
所
保
育
士
に
つ
い
て

当
局
か
ら
の
申
出
が
あ
り
ま

し
た
が
、
保
育
職
場
な
ど
で

は
正
規
職
員
と
同
様
な
働
き

方
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
に
罹
患
し
た
場
合
な
ど
職

場
へ
の
出
勤
が
制
限
さ
れ
、

円
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
休
暇
の
有
給

化
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
設
計
に
合
わ
せ

て
検
討
し
た
い
と
す
る
旨
の

　
病
気
休
暇
の
有
給
化
問
題

は
、
条
例
事
項
で
は
な
く
規

則
改
正
で
事
足
り
る
こ
と
か

ら
、
３
月
ま
で
引
き
続
き
交

渉
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
継

続
協
議
と
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

正
規
職
員
は
有
給
の
病
気
休

暇
、
非
正
規
職
員
は
年
休
で

対
応
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、

組
合
と
し
て
は
「
働
き
方
改

革
で
の
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
原
則
に
明
ら
か
に
反
す
る
」

と
反
論
し
ま
し
た
。

日　　時　　2月27日(水)　18時30分から
場　　所　　那珂湊総合福祉センター
　　　　　　（しあわせプラザ）
　　　　　　ひたちなか市南神敷台17-6　
内　　容　　・基調提起
　　　　　　・各ブロック決意表明

公企評学習会であいさつする
石崎公企評議長

　
県
内
の
水
道
職
場
の
仲
間

で
つ
く
る
県
本
部
公
営
企
業

評
議
会
は
、
2
月
１
、
２
日
、

自
治
労
会
館
で
学
習
会
を
開

催
し
５
単
組
　
名
が
参
加
し

36

ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
県
企
業
局
労

組
、
茨
城
町
職
、
常
陸
大
宮

市
職
、
大
子
町
職
、
常
陸
太

田
市
水
労
か
ら
実
際
に
提
出

し
た
要
求
書
や
そ
れ
に
対
す

る
当
局
回
答
を
持
ち
寄
り
、

要
求
の
根
拠
や
要
求
に
よ
り

改
善
し
た
職
場
環
境
の
事
例

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
自
治
労
本
部
の

石
川
公
営
企
業
評
議
会
局
長

が
「
公
企
労
働
者
の
権
利
と

公
企
評
の
意
義
」
を
テ
ー
マ

 公
企
労
働
者
の
権
利
活
用
を

県
本
部
公
企
評
が
学
習
会
 

に
講
演
。
石
川
さ
ん
は
、

「
一
般
行
政
職
と
違
っ
て
公

営
企
業
法
が
全
部
適
用
す
る

公
営
企
業
職
員
は
、
給
与
の

種
類
と
基
準
の
み
が
条
例
で

定
め
ら
れ
、
具
体
的
内
容
は

労
使
交
渉
を
経
て
労
働
協
約

を
締
結
し
て
定
め
ら
れ
る
」

と
し
て
、
協
約
締
結
権
を
有

す
る
労
働
組
合
と
し
て
の
公

企
評
と
職
員
組
合
と
の
違
い

を
具
体
的
な
図
表
を
示
し
な

が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
参
加
者
か
ら
は

予
定
時
間
を
超
え
て
熱
心
な

質
問
が
出
さ
れ
、
講
演
会
は

盛
況
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
石
崎
県
本
部
公
企

評
議
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
三
唱
し
、
学
習
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

～自治労茨城県本部2019春闘総決起集会～～自治労茨城県本部2019春闘総決起集会～

春闘からたたかいスタート！
要求し、交渉し、改善を勝ち取ろう！
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午
祭
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
集
会
会
場
と
な
っ
て
い
る

百
里
平
和
公
園
は
、
小
美
玉

市
の
自
衛
隊
百
里
基
地
内
の

誘
導
路
を
「
く
」
の
字
に
曲

げ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
日
は
雪
が
降
る
悪
天
候
で

し
た
が
、
約
３
０
０
人
が
参

加
、
百
里
稲
荷
神
社
を
囲
み

な
が
ら
乾
杯
し
、
赤
飯
、
豚

汁
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を
摘
ま

み
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
鈴
木
博
久
平

和
擁
護
県
民
会
議
共
同
代
表

な
ど
反
対
同
盟
構
成
団
体
か

ら
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
ほ

か
、
安
倍
政
権
の
軍
事
拡
大

路
線
や
９
条
改
憲
反
対
の
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

 軍
拡
、９
条
改
憲
に
反
対

雪
の
中
、百
里
初
午
祭
開
く

　
茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議

な
ど
で
構
成
す
る
百
里
基
地

反
対
同
盟
は
、
今
年
も
２
月

　
日
、
自
衛
隊
基
地
の
撤

11去
、
米
軍
再
編
・
日
米
共
同

訓
練
反
対
を
掲
げ
、「
百
里
初自衛隊基地撤去誓った初午祭

　
政
府
・
与
党
が
昨
年
ご
り

押
し
し
た
働
き
方
関
連
法

で
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）

が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
残

業
や
深
夜
、
休
日
労
働
の
規

制
を
全
て
外
し
、「
定
額
働
か

せ
放
題
」
を
可
能
に
す
る
制

度
。
過
労
死
の
悲
劇
を
生
ま

な
い
た
め
に
も
導
入
阻
止
は

こ
の
春
の
重
要
課
題
で
す
。

同
じ
よ
う
に
一
定
時
間
働
い

た
も
の
と
み
な
す
裁
量
労
働

制
も
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
の
調
査
に
よ
る
と
、
月
２

０
０
時
間
以
上
働
い
て
い
る

人
の
割
合
は
、「
通
常
の
労

働
時
間
制
」
が
　
・
２
％
な

25

の
に
対
し
、
専
門
業
務
型
裁

量
制
は
　
・
６
％
、
企
画
業

51

務
型
裁
量
制
は
　
・
１
％
と

47

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

高
プ
ロ
制
に
近
い
、
管
理
職

な
ど
「
労
働
時
間
制
の
適
用

除
外
」
で
は
　
・
５
％
の
高

53

率
。
　
電
機
大
手
の
三
菱
電
機
は

過
労
死
な
ど
の
労
災
が
続
発

し
、
裁
量
労
働
制
の
適
用
を

や
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
保
護

の
な
い
高
プ
ロ
制
な
ど
論
外

で
す
。

裁
量
制
も
見
直
し
を
　

2019 春闘グラフ

止
め
よ
う
高
プ
ロ
導
入

那
珂
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
植
田
　
剛
史

副
執
行
委
員
長
　
小
堆
　
朋
和

副
執
行
委
員
長
　
松
田
　
繁
美

書
　
記
　
長
　
木
内
　
修
平

書
記
次
長
　
寺
門
　
賢
一

総
　
務
　
部
　
松
本
　
雅
勝

調
査
渉
外
部
　
福
田
　
匠
吾

教
育
情
報
宣
伝
部
　
中
庭
　
美
幸

体
　
育
　
部
　
小
野
　
匡
史

厚
　
生
　
部
　
小
林
　
敬
佑

厚
　
生
　
部
　
野
上
　
　
涼

青
　
年
　
部
　
長
谷
川
　
広

青
　
年
　
部
　
岩
上
　
寛
信

財
　
政
　
部
　
竹
林
　
隆
太

財
　
政
　
部
　
横
須
賀
　
学

女
　
性
　
部
　
高
塚
い
ず
み

女
　
性
　
部
　
小
田
内
美
奈
子

福
　
祉
　
部
　
田
所
　
聖
子

執
行
委
員
　
岩
佐
　
悦
子

日
立
市
社
会
福
祉
事
業
団
労

働
組
合

執
行
委
員
長
　
草
地
　
孝
幸

副
執
行
委
員
長
　
大
金
　
洋
之

書
　
記
　
長
　
大
貫
　
　
衛

執
行
委
員
　
山
縣
　
英
一

　
　
〃
　
　
　
奥
平
　
陽
子

　
　
〃
　
　
　
宇
佐
美
圭
祐

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

人
以
上
の
外
国
人
労
働
者
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
。

　
Ｑ
　
大
丈
夫
な
の
？

　
Ａ
　
日
本
人
と
の
共
生
策

は
十
分
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
日
本
語
学
校
の
多
く
は
都

市
部
に
集
中
し
て
い
る
。
多

く
の
外
国
人
が
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
空
白
地
」
と

な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

多
言
語
で
行
政
情
報
を
発
信

す
る
対
応
な
ど
も
遅
れ
て
い

る
。
　
Ｑ
　
今
後
は
ど
う
す
る

の
？
　
Ａ
　
空
白
地
に
も
学
校
の

設
置
を
促
し
、
日
本
語
教
師

の
質
の
向
上
も
は
か
る
。
病

院
な
ど
へ
の
通
訳
配
置
も
す

す
め
る
と
い
う
。
行
政
・
生

活
全
般
の
情
報
提
供
や
外
国

人
か
ら
の
相
談
を
受
け
る

「
多
文
化
共
生
相
談
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
も
全
国

約
１
０
０
か
所
に
整
備
さ
れ

る
予
定
だ
。
し
か
し
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
を

作
っ
て
も
、
教
育
は
文
科

省
、
労
働
は
厚
労
省
…
と
従

来
の
「
タ
テ
割
り
」
が
解
消

さ
れ
な
い
と
う
ま
く
い
か
な

い
だ
ろ
う
。

　
Ｑ
　
「
日
本
で
の
仕
事
を

紹
介
す
る
か
ら
」
と
多
額
の

仲
介
料
を
請
求
す
る
悪
質
な

ブ
ロ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
の
対

策
は
あ
る
の
？

　
Ａ
　
外
務
省
や
法
務
省
な

ど
の
関
係
省
庁
が
連
携
し

て
、
排
除
し
て
い
く
と
い
う

が
、
実
効
性
が
薄
い
。
来
日

に
あ
た
り
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や

親
族
に
借
金
を
負
っ
た
た

め
、
劣
悪
な
労
働
環
境
に
置

か
れ
て
も
、
抗
議
で
き
ず
に

い
る
外
国
人
実
習
生
は
多
い

と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

「
Ｎ
Ｏ
を
い
え
な
い
労
働

者
」
が
増
え
れ
ば
、
日
本
人

の
働
き
方
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。
「
外
国
人

の
こ
と
」
と
線
引
き
せ
ず
、

共
に
考
え
た
い
問
題
だ
。

共
生
策
の
不
備
、
共
に
考
え
よ
う

？？Q&AQ&A
焦点焦点　

Ｑ
　
出
入
国
管
理
法
（
入

管
法
）
が
改
正
さ
れ
た
ね
。

　
Ａ
　
「
特
定
技
能
」
と
い

う
在
留
資
格
を
新
設
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
２
０
１
９
年
度

以
降
５
年
の
間
に
、
約
　
万
34
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